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「状況づけられた語りsituated telling」：

• 状況に基づいて開始され，構築される語り


• 状況と結びつけて語ることでなにをしようとして
いるのか


• どのような仕方で状況と結びつけているのか

• レストランで食事中，経験の浅いスタッフが
ワインの開栓に失敗し（データ外），次の注
文の際，バックヤードで開けてくる旨を申し
出て立ち去る


• その直後（断片の直前），当該スタッフのあ
りうる失敗についての冗談を言い合う


• 4: 1の話題と対比的な語りの開始

• 5, 9-10, 12: その場の状況に関連した経験，状
況に関連することがら


• 16, 18, 23:  背景 -> 出来事

• 25: パンチラインの開始, 26反応

• 29, 31-32: パンチラインの続き，まだ終わら
ない


• 33-34: 出来事に対する語り手の（その時点で
の）反応，笑うべきところ

34末「もん」：

• 理由を表すマーカー：マークする部分が何か
の理由として示されている


• なんらかの主張に対して，この語りがそれを
裏付ける理由・例になっている


• この事例のように思った「ので」，この出来
事も同様に理解できる

ドキュメンタリー的方法 (Garfinkel 1967)：

• 個別・一度限りの事態を，なんらかの規範に沿って繰り返し起こるものとして位置付ける
（という，我々が普段やっている）こと

• 目の前で起こった出来事を経験に結びつけ，「よくあること」として理解する

• 目の前の出来事をどのように理解すべきかの提示・主張

cf. セカンドストーリー (Sacks 1992 I)：

• 先行する語りに「触発されて」開始される語り

• 類似の経験を語る：基本的にはaffiliativeなふるまい

• （直前）Aの知人のフィリピン人の弟が働かず，家族の女性が
働いて養っているという語り

• 「ハウスハズバンド」が海外では認知されているという話に
続いて


• 3: 先行する語りに対する主張（「日本では」うまくいかない）

• 4-7, 9: 主張をサポートする事例の語り

9「から」：事例が主張の裏付けとして示されている
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